
平成50年

5月17日（土）～5月6日（日）
主催：奈良県立万葉文化館
協力：公益社団法人京都染織文化協会
休　館　日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

観覧　料：一般600円　高校・大学生500円　小・中学生300円
※その他割引は万葉文化館へお問い合わせください。

㊥奈良県立万葉文化館

■【・開確甘】、3月18日・25日・

※4月以降の開催E＝まHPでお知らせします。

万寮丈化館のHPをご確認ください。

〒634－0103　番良県高市郡明日香村飛鳥10　T岬町㌻二空言－（JワT
TEL：0744－54－1850　FAX：0744－54－1852　HP：http：／／www．manyo．jp
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個人 �&9�ﾈ��#��ﾈ決�8�｢�

一般 田��冷�480円 

高校・大学生 鉄��冷�400円 

小・中学生 �3��冷�240円 

5

その他の割引については

万寮文化館へお印、合わせください。

●西名阪自動車道大理インター又は柏原インターから車で40分
●南阪奈道路葛城インターから車で30分
●近鉄橿原神宮前駅東口、飛鳥駅よりバス（約20分）

→万常文化館西口下車すぐ、タクシー（約10分）

●近鉄・JR桜井駅南口よりバス（約20分）→万賓文化館下車すぐ

杏良東通バス寮内：テレフォンセンター℡0742－20－3100

●入館無料（日本風展示室のみ観覧料が必貴です。）

●駐車場のご利用は魚料です。

Ⅰ 鮎ⅡⅡⅡ∴．工荘苺＿k工衰退監讐讐＿品孝 　　　　　　　　三 

′■■■プ　　　　　■¶浣■、寺■‾■　相 

大阪JR大阪環状線　　墜 　輌瞞近鉄奈良線意　志占　　近 

畑難波　　法寺大和西大寺　近鉄奈良　慧 天王寺　王寺　法相JR訂‾　表 

天理l應 大阪阿部野橋近鉄大隈破還近鉄天理歪 　高田 　　畝傍 

－－　奈良県立　l 

圭賢敵賑碩置犀 

⑳奈良県立万葉文化館

女性の

では、染
イと協会所
小　＿▲　　▲ヽ上　．ヽ　　＿＿一一

を併せてをくみ時に美

日本の

挙行された染織祭は、
・時代祭とともに京の

性衣装（京都
復元の参考とされた′J

初期の高い染織扱術と
棟々な視角からアブロー

ます。
代から江戸時代まで、本展でご紹介する数々
よって衣丈化の変遷に触れ、時代を寒地する
をご鑑骨いただきたいと思います。

【会期中イベント】
学裳員によるギャラリートーク（※婁観覧券）
日時：3月18日（日）13時～13時半

作品写真1，段替雪姶松花綱丈棟小袖2，檜属波頭丈棟小袖3．御所解丈棟振袖

V、

〒634．0103奈良県高市郡明日香村飛鳥10　TELO744－54－1850　FAXO744－54－1852　HP・hHp／／ww・mOnyO・JP　4，赤地唐花紋錦唐衣（1～4，全て京都染織丈化協会所蔵）5，松村公嗣《花にはふ》部分（当館蔵）
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